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2026年度　コンテンツ学科　映像メディアコース　 2年次

☆マーク：2・3年合同 ◯＝実務教員授業　 OL＝オンライン授業

科目名 授業分野 担当教員 開講期 時間割 教室 単位

映像メディア1 1授業分野を選択必修 4
◯△☆映像表現 1(2,3年合同授業） 中嶋莞爾 前 火1／2 421
◯△☆　〃 〃 後制 火1／2 421
◯△アニメーション 1 鷺山啓輔 前 水3／4 132
◯△　〃 鷺山／齊藤 後制 水3／4 132

映像メディア2 ＊すべて必修 4
◯☆作品研究1（他コース合同） 末岡一郎 前 月3／4 OL
◯　〃 〃 後 月3／4 OL
◯FMプロデュース概論 1 齊藤／浅見 前 木5／6 421
◯　〃 〃 後制 木5／6 421

映像メディア演習 1-1 ＊前期〈1-1〉：2授業分野以上を選択必修 6

◯△☆アナログ映像術 1 末岡一郎 前 月1／2 421
（映像表現受講者は必修） ◯☆実写演習1 (2,3年合同授業） 中嶋莞爾 前 火3／4 421

☆ポスプロ演習 1 (2,3年合同授業） 鈴木菜央 前 水1／2 421
Live 2D技法 A （CD合同） 西堀柚衣 前 水5／6 412
☆シナリオ1（3年合同） 西村智弘 前 木1／2 421
◯2Dアニメーション技法 A（CD合同） 永山 晴 前 木3／4 132
◯アニメーション表現  A 森下裕介 前 金1／2 132
3DCG基礎 A　（CD合同）(2,3年合同)(定員：30名) 田中勝也 前 金5／6 131

◯前期講評 担当教員全員 前 調整週/2日間

映像メディア演習 1-2 ＊後期〈1-2〉：2授業分野以上を選択必修 6

◯☆アナログ映像術 2 末岡一郎 後 月1／2 421
（映像表現受講者は必修） ◯☆実写演習2 (2,3年合同授業） 中嶋莞爾 後制 火3／4 421

☆ポスプロ演習 2 鈴木菜央 後制 水1／2 421
Live 2D技法 B （CD合同） 西堀柚衣 後 水5／6 412
☆シナリオ2（3年合同） 西村智弘 後 木1／2 421
◯2Dアニメーション技法  B（CD合同） 永山 晴 後 木3／4 132
◯アニメーション表現  B 森下裕介 後 金1／2 132
3DCG基礎 B　（CD合同）(2,3年合同)(定員：30名) 田中勝也 後 金5／6 131

◯フェスタ展示 齊藤／助手 後 準備週/2日間

◯後期講評 担当教員全員 後 調整週/2日間

修了制作 6
（演習1-2で選択した授業） ◯修了制作指導 各時限 411／421

◯制作指導 FM教員 上記授業時間外 各教室

◯修了制作審査／  講評 担当教員全員 制 制作週後/2日間

※講評、展示等の日数は変更になる場合があります。

卒業に必要な修得最低単位数

科目種類 1年 2年 3年 合計単位

2025年度 入学生

専門科目 33 26 26 85
学術造形科目 6 6 12

33 32 32 97

※学術造形科目は 3年間で12単位以上修得が条件です。 1年間の単位修得数は目安になります。

◯＝実務教員授業

△＝高等教育無償化申請



2026年度　コンテンツ学科　映像メディアコース　 3年次

☆マーク：2・3年合同 ◯＝実務教員授業　 OL＝オンライン授業

科目名 授業分野 担当教員 開講期 時間割 教室 単位

映像メディア3 1授業分野を選択必修 4
◯映像表現2(2,3年合同授業） 中嶋莞爾 前 火1／2 421
◯　〃 〃 後制 火1／2 421
◯アニメーション 2（他コース合同） 鷺山啓輔 前 水5／6 132
◯　〃 〃 後制 水5／6 132

映像メディア4 ＊すべて必修 4
◯☆作品研究2（他コース合同） 末岡一郎 前 月3／4 OL
◯　〃 〃 後 月3／4 OL
◯FMプロデュース概論 2 齊藤／浅見 前 月5／6 421
◯　〃 〃 後制 月5／6 421

映像メディア演習 2-1 ＊前期〈2-1〉：2授業分野を選択必修 6

◯☆アナログ映像術 3 末岡一郎 前 月1／2 421
（映像表現受講者は必修） ◯☆実写演習3 (2,3年合同授業） 中嶋莞爾 前 火3／4 421

☆ポスプロ演習 3(2,3年合同授業） 鈴木菜央 前 水1／2 421
Live 2D技法 A（CD合同） 西堀柚衣 前 水3／4 412
☆シナリオ3(2年合同） 西村智弘 前 木1／2 421
◯2Dアニメーション技法 A（CD合同） 永山 晴 前 木5／6 132
◯アニメーション表現  A 森下裕介 前 金1／2 132
3DCG基礎 A　（CD合同）(2.3年合同)(定員：30名) 田中勝也 前 金5／6 131

◯前期講評 担当教員全員 前 調整週/2日間

映像メディア演習 2-2 ＊後期〈2-2〉：2授業分野を選択必修 6

◯☆アナログ映像術 4 末岡一郎 後 月1／2 421
（映像表現受講者は必修） ◯☆実写演習4 (2,3年合同授業） 中嶋莞爾 後制 火3／4 421

☆ポスプロ演習 4 鈴木菜央 後制 水1／2 421
Live 2D技法 B （CD合同） 西堀柚衣 後 水3／4 412
☆シナリオ4(2年合同） 西村智弘 後 木1／2 421
◯2Dアニメーション技法  B（CD合同） 永山 晴 後 木5／6 132
◯アニメーション表現  B 森下裕介 後 金1／2 132
3DCG基礎 B　（CD合同）(2.3年合同)(定員：30名) 田中勝也 後 金5／6 131

◯後期講評 担当教員全員 後 調整週/2日間

卒業制作 6
（演習2-2で選択した授業） ◯卒業制作指導 制 各時限 411／421

◯制作指導 FM教員 上記授業時間外 各教室

◯卒業制作審査／講評 担当教員全員 制作週外/2日間

◯卒業制作展  展示 齊藤／助手 制作週後/1週間

※講評、展示等の日数は変更になる場合があります。

卒業に必要な修得最低単位数

科目種類 1年 2年 3年 合計単位

2024年度 入学生

専門科目 33 26 26 85
学術造形科目 6 6 12

33 32 32 97

※学術造形科目は 3年間で12単位以上修得が条件です。 1年間の単位修得数は目安になります。

◯＝実務教員授業

△＝高等教育無償化申請



FM　対面での実施

科目名 ◯△映像メディア1 授業分野 映像表現1

担当教員 中嶋莞爾

専門
実務経験等

専門：映画監督／脚本家

映画監督・脚本家  (2008 年 劇場公開作品「クローンは故郷をめざす」監督・脚本 )

授業内容
および

到達目標

フィクションやイメージとしての映像作品を形成するシナリオ、演出、撮影、音響、編集などの技術プロセスを知り、制作演習を
通して実践的に学習する。
映像表現に特有な文法、技法を考察しつつ、スタッフワークとしてのコミュニケーション能力を養成する。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 授業ガイダンス・参考作品視聴

2週 「編集時に見える映画の文法」撮影の計画性はなぜ重要か？

3週 「音が全てを変える」録音・音響技術　特別講義

4週 撮影技術レクチャー　及び　演出ワークショップ

5週 実習用企画・プランニング確定、スタッフィング、撮影計画ミーティング

6週 実習用企画・本撮影 1
7週 実習用企画・本撮影 2
8週 実習用企画・オールラッシュ／アフレコ

9週 実習用企画・オフライン画編集 1・音響素材録音1
10週 実習用企画・オフライン画編集 2・音響素材録音2
11週 実習用企画・MA・整音

12週 全体発表・及び講評と検証

〈後期〉

1週 短編映像作品における企画の考察 1（参考作品視聴）

2週 短編映像作品における企画の考察 2（参考作品視聴）

3週 各自企画プレゼンテーション　制作企画選出・決定

4週 スタッフミーティング（スタッフィング／ブレイクダウン他）

5週 スタッフミーティング（キャスティング／ロケハン／スケジューリング他）

6週 撮影　クランク・イン

7週 撮影　制作作業

8週 撮影　制作作業

9週 撮影　クランク・アップ

10週 編集／音響素材録音／ MA
11週 編集／整音

12週 完成作品上映・講評

初回持参物 筆記用具／休み中に制作した作品があれば持参  

準備学習 これまでに鑑賞した実写映画のメイキング映像などを視聴し、映画製作現場に対する興味と理解を高める事。

成績評価方法
および

注意事項

映像制作について早く深く理解する上で、他人と制作のプロセスを共有することを重視する。  
積極的に授業に参加する態度が望まれる。出席と提出課題をもって授業評価とする。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 ◯△映像メディア1 授業分野 アニメーション１

担当教員 鷺山啓輔

専門
実務経験等

専門：映像

武蔵野美術大学造形学部映像学科卒。東京を拠点に、風景に関わる人の記憶の在り方を探りながら主に短編映像・映像イ
ンスタレーション・写真を制作・発表・研究。「穴とゆめ」（ Art Center Ongoing 2017）、「写真新世紀  東京展 2015」（ヒルサイド
フォーラム　2015）、「六本木アートナイト  2013」（六本木  2013）水産経済新聞社  他　
http://sagiyama.com

授業内容
および

到達目標

アニメ制作・フレーム単位の映像制作を体験しながら学び、企画から完成までのワークフローの確立を目指す。クリエイティブ
なワークフローを確立し、作品制作を通して、「イメージを形にする」「細部にこだわる」「コンセプトを的確に伝える」大切さを学
びます。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 ガイダンス、チェーンアニメ「数字」制作①（企画）、作品研究①

2週 チェーンアニメ制作「数字」②（イメージスケッチ、アイデア、絵コンテ）

3週 チェーンアニメ制作「数字」③（ Vコンテ、企画プレゼン会、作画）

4週 チェーンアニメ制作「数字」④（作画、音計画）

5週 チェーンアニメ制作「数字」⑤（作画、撮影、音響）

6週 チェーンアニメ制作「数字」⑥（仕上げ、動画連結、提出、講評会）

7週 個人制作「間」①（企画、リサーチ）、作品研究②

8週 個人制作「間」②（完成イメージ、テスト制作、スケジュール）

9週 個人制作「間」③（制作）

10週 個人制作「間」④（制作）

11週 個人制作「間」⑤（制作）

12週 個人制作「間」⑥（仕上げ、提出、講評会）

〈後期〉

1週 個人制作「レター orリズム」①（企画）、作品研究③

2週 個人制作「レター orリズム」②（企画プレゼン会、制作）

3週 個人制作「レター orリズム」③（制作）

4週 個人制作「レター orリズム」④（制作）

5週 個人制作「レター orリズム」⑤（制作）

6週 個人制作「レター orリズム」⑥（制作）

7週 個人制作「レター orリズム」⑦（仕上げ、提出、講評会）＞アサビフェスタ

8週 成果物のブラッシュアップ①（動きと背景の修正と追加）、作品研究④

9週 成果物のブラッシュアップ②（不足要素のインサート）

10週 成果物のブラッシュアップ③（照明、エフェクト、カラー調整）、作品研究⑤

11週 成果物のブラッシュアップ④（音響、タイトル、クレジット）

12週 成果物のブラッシュアップ⑤（仕上げ、提出、講評会）

※後半学園祭以降は個々の進捗により、前半成果物のブラッシュアップか修了制作に入ります。

初回持参物 MacBook、イヤフォンかヘッドフォン、筆記用具、クロッキー帳かノート

準備学習
次週の授業に向けての目標を適宜設定します。授業内で作業が終わらない場合、より高い完成度を追求して授業外での制
作が求められます。

成績評価方法
および

注意事項

作品評価を基準に、出席率、意欲、プレゼン、制作経過、小レポートを総合的に評価します。  所属により、課題の条件、目
標、評価基準が異なる場合があります。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM（CDコースと合同）　オンラインでの実施

科目名 映像メディア２ 授業分野 作品研究１

担当教員 末岡一郎

専門
実務経験等

専門：映像作家

広告制作、フォトスタジオ、広告代理店、 TV制作会社勤務の傍ら、アートフィルム制作を続ける。 1994年ドイツ・オーバーハウ
ゼン国際短編映画祭でのノミネートを始め、フランス、イギリスなど 20カ国以上の映画祭で招待上映される。 2001年カナダ・メ
ディアシティ映像祭、 2010年チェコ・イフラヴァ・ドキュメンタリー国際映画祭、 2011年スロバキア・ブラチスラヴァ芸術祭で特集
上映される。またシネフィルムの自家現像ワークショップや実験映画のレクチャーを東京都写真美術館や国内美術系大学な
どで実施してきた。

授業内容
および

到達目標

映画・映像作品、メディアアート作品の鑑賞を通して、作家の考え方、時代背景、制作の実態について考察する。
また表現手段／方法について分析的に検証し、創作の契機に繋げる。
またレポート制作により、印象／想念を言語化するエクササイズとする。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 映画と映像の関係１

2週 映画と映像の関係２

3週 映画の制作の実態１

4週 映画の制作の実態２

5週 映画のシナリオ１

6週 映画のシナリオ２

7週 メディアアートの中の映画１

8週 メディアアートの中の映画２

9週 メディアアートの中の映画 3
10週 プレプロダクション 1
11週 プレプロダクション２

12週 プレプロダクション３

〈後期〉

1週 形式主義１

2週 形式主義２

3週 形式主義３

4週 前衛映画

5週 アメリカのアートフィルム／実験映画歴史

6週 アメリカのアートフィルム／実験映画２現代

7週 ヨーロッパのアートフィルム／実験映画１歴史

8週 ヨーロッパのアートフィルム／実験映画２現代

9週 日本のアートフィルム／実験映画１歴史

10週 日本のアートフィルム／実験映画２現代

11週 映像の現在性１

12週 映像の現在性２

初回持参物 筆記用具

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

レポート、出席         

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア２ 授業分野 FMプロデュース概論１

担当教員① 齊藤秀樹

専門
実務経験等

専門：映像

University of Brighton  Fine Art BA 卒業。2000年まで映像制作会社で AD兼、CGクリエイターとして勤務。
2003年「Visual clip directors contest 2003」 大賞ノミネート、 2009年 BS日テレCG担当、2010年 ファッションブランドビジュア
ルデザイン担当、 2016年「SKIPシティ彩の国ビジュアルプラザ CM」制作協力など。個展、グループ展多数参加。映像情報メ
ディア学会正会員。

担当教員② 浅見虎太郎

専門
実務経験等

専門：映像作家

阿佐ヶ谷美術専門学校 助手展 「French Vanilla」「アサビ処 助手店」「秘密結社」 (人形町ヴィジョンズ)
第21回、第22回 リカレント・インテグレーション展 (人形町ヴィジョンズ)
銀塩写真術グループ展覧会 Crow’s nest 烏の巣 (人形町ヴィジョンズ)
二人展 魅惑のスープカリー (人形町ヴィジョンズ)
2024年から映像工房インストラクターに就任。外部の動画編集など。

授業内容
および

到達目標

ワークショップを通じ、自身の活動の価値を高め、広く発信する手段を模索する。
主体性、実行力、計画力、想像力、発信力、柔軟性、状況把握力などを養う。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 内的プロデュース、外的プロデュース

2週 ワークショップ、FMとしてのFESTAへのアプローチ

3週 　〃

4週 　〃

5週 　〃

6週 　〃

7週 　〃

8週 　〃

9週 制作物のブラッシュアップ

10週 　〃

11週 　〃

12週 　〃

〈後期〉

1週 FESTAに向けたコンテンツの企画、制作１

2週 　〃

3週 　〃

4週 　〃

5週 　〃

6週 　〃

7週 個人企画立案

8週 個人企画制作

9週 　〃

10週 　〃

11週 　〃

12週 　〃

初回持参物 筆記用具／MacBook

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

出席率、受講態度、提出物を評価。内容やスケジュールは多少変わる可能性あり。
２、３年合同授業となる場合もある。         

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 ◯△映像メディア演習1-1・1-2 授業分野 アナログ映像術１・2

担当教員 末岡一郎

専門
実務経験等

専門：映像作家

広告制作、フォトスタジオ、広告代理店、 TV制作会社勤務の傍ら、アートフィルム制作を続ける。 1994年ドイツ・オーバーハウ
ゼン国際短編映画祭でのノミネートを始め、フランス、イギリスなど 20カ国以上の映画祭で招待上映される。 2001年カナダ・メ
ディアシティ映像祭、 2010年チェコ・イフラヴァ・ドキュメンタリー国際映画祭、 2011年スロバキア・ブラチスラヴァ芸術祭で特集
上映される。またシネフィルムの自家現像ワークショップや実験映画のレクチャーを東京都写真美術館や国内美術系大学な
どで実施してきた。

授業内容
および

到達目標

アナログメディア／フィルムでの表現を通して『原初』のイメージ（とその制作方法）を体感する。また以下のスキルを習得す
る。
・光を読む技術
・撮影技術と表現の両立
・「映画」的コンテンツの企画と作成
・映像とテキストの連関を考察
・写真と映像の連続性を考察
・写真展示を開催

・フィルムマテリアル／エマルジョン (乳剤)で表現する

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 イントロダクション

2週 『Songs To Remember』 露出とカメラ操作、企画立案／撮影

3週 『Songs To Remember』 現像とプリント

4週 『Songs To Remember』現像とプリント、デジタイズ

5週 『Songs To Remember』プリント（アートワーク）とデジタル編集

6週 『Songs To Remember』 デジタル編集

7週 『Songs To Remember』発表と講評／展示

8週 Photogram for Abstract Images 1
9週 Photogram for Abstract Images 2

10週 16mm film workshop 1 演習

11週 16mm film workshop 2 撮影／現像

12週 16mm film workshop 3 現像

〈後期〉

1週 後期授業 イントロダクション／アナログ映像制作について

2週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム 企画立案

3週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム 撮影

4週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム 撮影・現像

5週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム 現像・編集

6週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム スクリーニング

7週 『In Between』インスタントフィルムによる組写真 企画立案／撮影

8週 『In Between』インスタントフィルムによる組写真 構成／完成

9週 16mmフィルム撮影ワークショップ

10週 16mmフィルム撮影ワークショップ（またはサイアノタイプ・ワークショップ）

11週 『PORTRAIT』大判カメラ4X5 Still Photo 撮影・プリント

12週 『PORTRAIT』大判カメラ4X5 Still Photo 撮影・プリント

初回持参物 筆記用具

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

授業に取り組む姿勢、出席率、出来上がった映像を評価します。
備考：授業内容やスケジュールは多少変わる可能性があります。                 

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア演習1-1・1-2 授業分野 実写演習1・2
担当教員 中嶋莞爾

専門
実務経験等

専門：映画監督／脚本家

映画監督・脚本家  (2008 年 劇場公開作品「クローンは故郷をめざす」脚本・監督 )

授業内容
および

到達目標

各自が一作品オリジナル映像作品を企画し、そこから選抜された企画をグループ製作による実習を通して完成に導く。
制作する過程を管理し、演出目的に即したビジュアルコミュニケーションを実践する能力を向上させる。
計画を具現化する技術的背景を理解し、その能力を高める。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 自主制作企画・立案に関するレクチャー・参考作品視聴

2週 企画立案・推敲

3週 企画①決定・プレゼンテーション  及びミーティング

4週 シナリオ執筆・推敲／ブレイクダウン・スタッフィング

5週 スタッフミーティング（キャスティング／ロケハン他）

6週 撮影Day-1・クランクイン

7週 撮影Day-2
8週 撮影Day-3
9週 撮影Day-4・クランクアップ

10週 画編集／アフレコ／音響素材録音

11週 編集・整音

12週 完成作品上映・講評

〈後期〉

1週 企画立案・推敲

2週 企画②決定・プレゼンテーション  及びミーティング

3週 シナリオ執筆・推敲／ブレイクダウン・スタッフィング

4週 スタッフミーティング（キャスティング／ロケハン他）

5週 撮影Day-1・クランクイン

6週 撮影Day-2
7週 撮影Day-3
8週 撮影Day-4・クランクアップ

9週 撮影済み素材チェック／追加撮影／画編集

10週 画編集／アフレコ／音響素材録音

11週 編集／整音

12週 完成作品上映・講評

初回持参物 筆記用具／休み中に制作した映像作品・映像素材等があれば持参     

準備学習
自分が実現してみたいと考える、映像作品のテーマやアイデアに対し、
考察を深めつつ、自身の企画を温めておくこと。

成績評価方法
および

注意事項

映像制作について早く深く理解する上で、他人と制作のプロセスを共有することを重視する。
積極的に授業に参加する態度が望まれる。出席と提出課題をもって授業評価とする。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア演習1-1・1-2・2-1・2-2 授業分野 ポスプロ演習1・2・3・4

担当教員 鈴木菜央

専門
実務経験等

専門：映像

阿佐ヶ谷美術専門学校  映像メディア科卒業
写真スタジオに新卒で入ったのち、 2023年にフリーランスとして開業。イラスト、映像など幅広い映像制作を行い、 Vtuberの切
り抜き動画や化粧品会社の Instagramリール制作を中心に手掛けている。

授業内容
および

到達目標

ポストプロダクション業務で必要な基礎知識と技術の学習。
Adobe After Effects、Premiere Pro、Illustrator等のAdobeアプリケーションの基本的な操作と応用を学ぶ。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 【Ae_01】静止画を動かす【映像基礎 _01】構図の学習【映像基礎 _02】撮影の基本構図

2週 【Ae_02】コンポジションのサイズ【映像基礎 _03】ポジティブ・ネガティブスペース

【映像基礎_04】カメラ・ワークの基本

3週 【Ps_01】Photoshopでのアニメーション制作①

4週 【Ps_02】Photoshopでのアニメーション制作②

5週 【Pr_01】マスク、バレ消し

6週 【Pr_02】手振れ補正、文字起こし、テロップ

7週 【Ai_01】広告をつくる【映像基礎 _05】フォント、色、大きさ

8週 【Ae_03】デザインを動かす【 Ai_01】オブジェクトのレイヤー分け

9週 【Ae_04】フラクタルループ

10週 【Ae_05】ブラシストローク、マスク

11週 【Ae_06】エフェクト①（自然物の表現）

12週 【Ae_07】エフェクト②（宇宙の表現）

〈後期〉

1週 【Ai_01】ポートフォリオの作り方①

2週 【Ai_02】ポートフォリオの作り方②、アートボード、アピアランス

3週 【Ai_03】クリッピングマスク

4週 【Ps_01】モックアップ制作

5週 【Ae_01】3Dレイヤー①

6週 【Ae_02】3Dレイヤー②

7週 【Ae_03】イージーイーズ

8週 【Ae_04】エクスプレッション

9週 【Ai_04】自分のロゴをつくってみよう①

10週 【Ai_05】自分のロゴをつくってみよう②【 Ae_05】ロゴを動かす①

11週 【Ae_06】ロゴを動かす②

12週 【Ai_03】ポートフォリオ提出、添削

〈制作期〉

1週 制作／アドバンス

2週 制作／アドバンス

3週 制作／アドバンス

4週 制作／アドバンス

初回持参物
MacBook、SSD・HDD、イヤフォン・ヘッドフォン、筆記用具、ノート
※最新版のAdobe After Effects、Premiere pro、Illustrator、Photoshopをインストールしておいてください。

準備学習 なし

成績評価方法
および

注意事項

出席率、授業態度、学習内容の理解度、提出物のクオリティ

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM（CDコースと合同）　対面とオンライン併用での実施

科目名 映像メディア演習1-1・1-2・2-1・2-2 授業分野  Live 2D技法A・B

担当教員 西堀柚衣

専門
実務経験等

専門：デジタルイラスト、モーショングラフィック

阿佐ヶ谷美術専門学校キャラクターデザイン科卒業。
株式会社コナミアミューズメントに入社。
デザイナーとしてアミューズメント機器映像部分、 2D素材、3D素材の制作を担当。

授業内容
および

到達目標
Live2Dの基礎を学び、基本的なツールの使い方やモデリングの流れを理解する。

授業内容詳細・進行

【前期】

1週〜4週 基礎　

5週〜8週 パーツ分けイラスト制作

8週〜12週 モデリング

【後期】

1週〜4週 基礎　

5週〜8週 パーツ分けイラスト制作

8週〜12週 モデリング

初回持参物 PC（Live2Dインストール済みのもの）            

準備学習 特になし

成績評価方法
および

注意事項

出席と各進捗発表、完成課題の総合評価

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア演習1-1・1-2 授業分野 シナリオ１・2

担当教員 西村智弘

専門
実務経験等

専門：映像史、映像理論、現代美術

映像評論家、美術評論家。著書に『日本のアニメーションはいかにして成立したか』（日本アニメーション学会賞、森話社、
2018）など。日本映像学会会員。

授業内容
および

到達目標

シナリオでストーリーを表現する方法を演習を通して学習する。シナリオの基本的な書き方を学ぶと同時に、自分の作品を客
観的に見る能力や視覚的にストーリーを構築する方法を習得することで、映像による表現力を高める。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 講義：シナリオとはなにか（ストーリはどのように構成されているか）

2週 原稿用紙にシナリオを書いてみる

3週 柱の書き方を学ぶ

4週 ト書きの書き方を学ぶ

5週 小説をシナリオにしてみる

6週 小説のあらすじを書いてみる

7週 講義：テレビコマーシャルはどのようにつくられているか

8週 課題：テレビコマーシャルのあらすじを書く

9週 　〃

10週 あらすじをシナリオに起こす

11週 　〃

12週 発表と講評

〈後期〉

1週 講義：物語の構成と登場人物の造形

2週 課題：小説をシナリオにする、結末を考える

3週 　〃

4週 発表と講評

5週 講義：ミュージックビデオはどのようにつくられているか

6週 課題：ミュージックビデオのシナリオを書く

7週 　〃

8週 あらすじをシナリオに起こす

9週 　〃

10週 　〃

11週 パソコン上でシナリオを清書する

12週 発表と講評

初回持参物 筆記用具

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

演習の提出具合や演習の成果、出席状況、授業態度などを総合して評価する。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



学術造形科目　対面での実施

科目名 映像メディア演習1-1・1-2・2-1・2-2 授業分野 2Dアニメーション技法A・B

担当教員 永山 晴

専門
実務経験等

コンポジター

アニメ制作会社で 8年勤務 主にアニメのコンポジットをメインに担当
キービジュアルの着彩も多く担当。現在もアニメ制作、イラスト制作をメインに活動中。

授業内容
および

到達目標

既存のテンプレートを使用してアニメ制作においての基礎的な技術、作業の流れを学びます。
画作りの具体的な考え方を学び、 After effectsでの制作の幅を広げる手助けとなるのが目標です。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 ガイダンス／自己紹介／課題１の説明「アニメーションの作画指導」

2週
3週
4週 提出・講評

5週 課題２の説明「アニメーションの着彩指導」

6週
7週 提出・講評

8週 課題３の説明「AEオペレーション」

9週
10週
11週
12週 提出・講評

〈後期〉

1週 課題４の説明「アニメーションの作画指導」

2週
3週
4週 提出・講評

5週 課題５の説明「アニメーションの着彩指導」

6週
7週 提出・講評

8週 課題６の説明「AEオペレーション」

9週
10週
11週
12週 提出・講評

初回持参物 Photoshopか普段使用しているデジタルツール

準備学習 好きなアニメのシーンや、イラストを参考としてストックしておくと作業がスムーズになるのでおすすめです。

成績評価方法
および

注意事項

出席率、期限内の課題提出率、課題制作物の内容で評価します。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア演習1-1・1-2・2-1・2-2 授業分野 アニメーション表現A・B

担当教員 森下裕介

専門
実務経験等

専門：アニメーション作家

2009年よりフリーランスのアニメーション作家として活動中。
子供向けを中心に様々なアニメーション、映像を制作している。

授業内容
および

到達目標

アニメーションの基礎的な動きを描いて動かすことで、動きのエモーションを習得することが目標です。
画材はアナログ、デジタル問いません。動きに着目して毎週の課題を制作してください。
アニメーション表現A（もしくはＢ）の受講者は更に進んだ動きにチャレンジしてもらいます。　　　　　　　　　　　　　　一度受講され単位を修得され
た生徒の方が、再度受講される場合は新しい技術の習得や課題の解決のための時間にしていただきたいので、個別に相談しながら進めてい
きましょう。

授業内容詳細・進行

1週 アニメーションの仕組み／振り子

2週 ボールのバウンド

3週 雨／雪　自然を描く

4週 メタモルフォーゼ

5週 口パク

6週 歩き1
7週 歩き2（背景との合成）

8週 デジタル驚き盤

9週 作品制作

10週 　〃

11週 　〃

12週 作品講評

既にアニメーション表現を受講した方には、異なる授業内容で進行します

初回持参物
MacBook（AfterEffects、Photoshop、スキャンドライバを事前にインストールしておくこと。）
筆記用具／各自制作に使用するための画材

準備学習 Photoshopやクリップスタジオなど描画ソフトの基本操作の習得。

成績評価方法
および

注意事項

毎週の課題提出と出席の総合評価

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



CD　対面とオンライン併用での実施

科目名 映像メディア演習1-1・1-2・2-1・2-2 授業分野 3DCG基礎 A・B

担当教員 田中勝也

専門
実務経験等

専門：デジタルイラスト

2015年よりフリーランスイラストレーターとして活動。
トミーテック「リトルアーモリー」シリーズやゲーム「 WarThunder」など
プラモデルパッケージから海外のゲーム広告まで様々担当。
３D分野ではVRchat向けにBlender、Unityを用いてアバターを制作。

授業内容
および

到達目標
Blenderの基礎を学び、基本的なツールの使い方やモデリングの流れを理解する。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

Blenderのインターフェースと基本ツール

基本的なオブジェクト操作

モディファイヤの基本

モデリング作成

〈後期〉

Blenderのインターフェースと基本ツール

基本的なオブジェクト操作

モディファイヤの基本

モデリング作成

初回持参物 PC（Blenderインストール済みのもの；『  https://www.blender.org/download/ 』）           

準備学習 特になし

成績評価方法
および

注意事項

出席と各進捗発表、完成課題の総合評価

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 修了制作 授業分野 修了制作

担当教員 映像メディアコース 2年生 担当教員

専門
実務経験等

専門：各教員の担当授業を参照

授業内容
および

到達目標
2年次に学んだことを基礎にして、自主制作を行い、より高度で完成度の高い作品の制作をめざす。

授業内容詳細・進行

4週にわたり制作と進捗チェックを行う。

初回持参物 企画書／筆記用具

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

企画立案と制作の実現性を制作過程を通して判断する。
合評への参加を必須とし、プレゼンテーションを含め評価する。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア３ 授業分野 映像表現２

担当教員 中嶋莞爾

専門
実務経験等

専門：映画監督／脚本家

映画監督・脚本家  (2008 年 劇場公開作品「クローンは故郷をめざす」脚本・監督 )

授業内容
および

到達目標

各自が一作品、オリジナル映像作品を企画し、グループ製作や個人製作による実習を通して完成に導く。
制作する過程を管理し、演出目的に即したビジュアルコミュニケーションを実践する能力を向上させる。
計画を具現化する技術的背景を理解し、その能力を高める。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 自主制作企画・立案に関するレクチャー・参考作品視聴

2週 企画立案のための個別ミーティング

3週 企画立案・推敲

4週 企画決定・プレゼンテーション  及びミーティング

5週 脚本執筆

6週 脚本執筆・推敲

7週 脚本完成・プレゼンテーション

8週 ブレイクダウン・スタッフィング

9週 スタッフミーティング（キャスティング／ロケハン他）

10週 スタッフミーティング（スケジューリング／撮影計画書提出）

11週 テスト撮影・プロトタイプ制作

12週 テスト素材チェック・制作アドバイス

〈後期〉

1週 企画再プレゼンテーション・制作アドバイス

2週 制作作業／撮影

3週 制作作業／撮影

4週 制作作業／撮影／制作経過報告／個別指導

5週 制作作業／撮影／制作経過報告／個別指導

6週 撮影・クランク・アップ /制作経過報告 /個別指導

7週 撮影済み素材チェック /追加撮影 /オフライン画編集

8週 オフライン画編集

9週 音響・整音プランニング /アフレコ

10週 編集/音響素材録音 /MA
11週 編集／整音

12週 完成作品上映・講評

初回持参物 筆記用具／休み中に制作した映像作品・映像素材等があれば持参     

準備学習
自分が実現してみたいと考える、実写やアニメ映像作品のテーマやアイデアに対し、
考察を深めつつ、自身の企画を温めておくこと。

成績評価方法
および

注意事項

映像制作について早く深く理解する上で、他人と制作のプロセスを共有することを重視する。
積極的に授業に参加する態度が望まれる。出席と提出課題をもって授業評価とする。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア３ 授業分野 アニメーション2

担当教員 鷺山啓輔

専門
実務経験等

専門：映像

武蔵野美術大学造形学部映像学科卒。東京を拠点に、風景に関わる人の記憶の在り方を探りながら主に短編映像・映像イ
ンスタレーション・写真を制作・発表・研究。「穴とゆめ」（ Art Center Ongoing 2017）、「写真新世紀  東京展 2015」（ヒルサイド
フォーラム　2015）、「六本木アートナイト  2013」（六本木  2013）水産経済新聞社  他　
http://sagiyama.com

授業内容
および

到達目標

前期は、学外で発表可能な完成度を目標に卒業制作の習作を制作する。自分史作成と作品研究を通して表現の幅を拡げ、
卒業制作企画も並行する。後期は、卒業制作に集中し、将来へ向けてクリエーターとしての制作姿勢を獲得する。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 ガイダンス、自分史①、作品研究①

2週 卒制習作（企画、リサーチ、参考作品上映）、卒制面談①

3週 卒制習作（イメージスケッチ、あらすじ、絵コンテ）、作品研究②

4週 卒制習作（絵コンテ、美術設定、 Vコンテ）、自分史②

5週 卒制習作（美術設定、 Vコンテ修正）、作品研究③

6週 卒制習作（作画・撮影、美術・背景、音計画）、自分史③

7週 卒制習作（中間プレゼン）、卒制企画プレゼン会「草案」

8週 卒制習作（作画・撮影、背景制作）、自分史④

9週 卒制習作（作画・撮影、背景制作、音準備）

10週 卒制習作（撮影、編集、整音）、卒制面談②

11週 卒制習作（撮影、編集、整音）

12週 卒制習作（仕上げ、講評）、卒制企画プレゼン会「決定案」

〈後期〉

1週 卒業制作指導（プレゼン会①「夏の成果」、企画修正）

2週 卒業制作指導（テーマ、あらすじ、完成イメージの決定）、作品研究④

3週 卒業制作指導（絵コンテ、美術設定、 Vコンテの決定）

4週 卒業制作指導（音計画、制作スケジュールの決定）

5週 卒業制作指導（制作、個別面談、プレゼン会②「制作経過」）、作品研究⑤

6週 卒業制作指導（制作、個別面談）、作品研究⑤

7週 卒業制作指導（制作、個別面談、スケジュール修正①）

8週 卒業制作指導（制作、個別面談）、作品研究⑥

9週 卒業制作指導（制作、個別面談、プレゼン会③「仮完成」）

10週 卒業制作指導（制作、個別面談、スケジュール修正②）

11週 卒業制作指導（制作、個別面談）

12週 卒業制作指導（仕上げ、プレゼン会④「完成形」）

初回持参物
MacBook、イヤフォンかヘッドフォン、筆記用具、クロッキー帳かノート

準備学習
制作の進捗チェックを経て、次週の到達目標を毎回設定します。
各学期を通してスケジュールに基づいた授業外での制作が必要となります。

成績評価方法
および

注意事項

作品評価を基準に、出席率、意欲、プレゼン、制作経過、小レポートを総合的に評価します。
所属により、課題の条件、目標、評価基準が異なる場合があります。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア4 授業分野 FMプロデュース概論２

担当教員① 齊藤秀樹

専門
実務経験等

専門：映像

University of Brighton  Fine Art BA 卒業。2000年まで映像制作会社で AD兼、CGクリエイターとして勤務。
2003年「Visual clip directors contest 2003」 大賞ノミネート、 2009年 BS日テレCG担当、2010年 ファッションブランドビジュア
ルデザイン担当、 2016年「SKIPシティ彩の国ビジュアルプラザ CM」制作協力など。個展、グループ展多数参加。映像情報メ
ディア学会正会員。

担当教員② 浅見虎太郎

専門
実務経験等

専門：映像作家

阿佐ヶ谷美術専門学校 助手展 「French Vanilla」「アサビ処 助手店」「秘密結社」 (人形町ヴィジョンズ)
第21回、第22回 リカレント・インテグレーション展 (人形町ヴィジョンズ)
銀塩写真術グループ展覧会 Crow’s nest 烏の巣 (人形町ヴィジョンズ)
二人展 魅惑のスープカリー (人形町ヴィジョンズ)
2024年から映像工房インストラクターに就任。外部の動画編集など。

授業内容
および

到達目標

ワークショップを通じ、自身の活動の価値を高め、広く発信する手段を模索する。
主体性、実行力、計画力、想像力、発信力、柔軟性、状況把握力などを養う。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 自己プロデュースのためのワークショップ

2週 　〃

3週 　〃

4週 　〃

5週 　〃

6週 　〃

7週 卒制企画指導

8週 　〃

9週 　〃

10週 　〃

11週 卒制企画決定

12週 卒制企画審査

〈後期〉

1週 ワークショップ・卒制指導

2週 　〃

3週 　〃

4週 　〃

5週 　〃

6週 　〃

7週 　卒制指導

8週 　〃

9週 　〃

10週 　〃

11週 　〃

12週 　〃

初回持参物 筆記用具／MacBook

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

出席率、受講態度、提出物を評価。内容やスケジュールは多少変わる可能性あり。
２、３年合同授業となる場合もある。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM（CDコースと合同）　オンラインでの実施

科目名 映像メディア３ 授業分野 作品研究２

担当教員 末岡一郎

専門
実務経験等

専門：映像作家

広告制作、フォトスタジオ、広告代理店、 TV制作会社勤務の傍ら、アートフィルム制作を続ける。 1994年ドイツ・オーバーハウ
ゼン国際短編映画祭でのノミネートを始め、フランス、イギリスなど 20カ国以上の映画祭で招待上映される。 2001年カナダ・メ
ディアシティ映像祭、 2010年チェコ・イフラヴァ・ドキュメンタリー国際映画祭、 2011年スロバキア・ブラチスラヴァ芸術祭で特集
上映される。またシネフィルムの自家現像ワークショップや実験映画のレクチャーを東京都写真美術館や国内美術系大学な
どで実施してきた。

授業内容
および

到達目標

映画・映像作品、メディアアート作品の鑑賞を通して、作家の考え方、時代背景、制作の実態について考察する。
また表現手段／方法について分析的に検証し、創作の契機に繋げる。
またレポート制作により、印象／想念を言語化するエクササイズとする。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 映画と映像の関係１

2週 映画と映像の関係２

3週 映画の制作の実態１

4週 映画の制作の実態２

5週 映画のシナリオ１

6週 映画のシナリオ２

7週 メディアアートの中の映画１

8週 メディアアートの中の映画２

9週 メディアアートの中の映画３

10週 プレプロダクション１

11週 プレプロダクション 2
12週 プレプロダクション 3

〈後期〉

1週 形式主義１

2週 形式主義２

3週 形式主義３

4週 前衛映画

5週 アメリカのアートフィルム／実験映画歴史

6週 アメリカのアートフィルム／実験映画２現代

7週 ヨーロッパのアートフィルム／実験映画１歴史

8週 ヨーロッパのアートフィルム／実験映画２現代

9週 日本のアートフィルム／実験映画１歴史

10週 日本のアートフィルム／実験映画２現代

11週 映像の現在性１

12週 映像の現在性２

初回持参物 筆記用具   

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

レポート、出席

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア演習2-1・2-2 授業分野 アナログ映像術3・4

担当教員 末岡一郎

専門
実務経験等

専門：映像作家

広告制作、フォトスタジオ、広告代理店、 TV制作会社勤務の傍ら、アートフィルム制作を続ける。 1994年ドイツ・オーバーハウ
ゼン国際短編映画祭でのノミネートを始め、フランス、イギリスなど 20カ国以上の映画祭で招待上映される。 2001年カナダ・メ
ディアシティ映像祭、 2010年チェコ・イフラヴァ・ドキュメンタリー国際映画祭、 2011年スロバキア・ブラチスラヴァ芸術祭で特集
上映される。またシネフィルムの自家現像ワークショップや実験映画のレクチャーを東京都写真美術館や国内美術系大学な
どで実施してきた。

授業内容
および

到達目標

アナログメディア／フィルムでの表現を通して『原初』のイメージ（とその制作方法）を体感する。また以下のスキルを習得する。
・光を読む技術　　　　　　　　　　　　
・撮影技術と表現の両立
・「映画」的コンテンツの企画と作成
・映像とテキストの連関を考察
・写真と映像の連続性を考察
・写真展示を開催
・フィルムマテリアル／エマルジョン(乳剤)で表現する

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 イントロダクション

2週 『Songs To Remember』 露出とカメラ操作、企画立案／撮影

3週 『Songs To Remember』 現像とプリント

4週 『Songs To Remember』現像とプリント、デジタイズ

5週 『Songs To Remember』プリント（アートワーク）とデジタル編集

6週 『Songs To Remember』 デジタル編集

7週 『Songs To Remember』発表と講評／展示

8週 Photogram for Abstract Images 1
9週 Photogram for Abstract Images 2

10週 16mm film workshop 1 演習

11週 16mm film workshop 2 撮影／現像

12週 16mm film workshop 3 現像

〈後期〉

1週 後期授業 イントロダクション／アナログ映像制作について

2週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム 企画立案

3週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム 撮影

4週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム 撮影・現像

5週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム 現像・編集

6週 『SUPER SUPER8 Cinema』 8mmフィルム スクリーニング

7週 『In Between』インスタントフィルムによる組写真 企画立案／撮影

8週 『In Between』インスタントフィルムによる組写真 構成／完成

9週 16mmフィルム撮影ワークショップ

10週 16mmフィルム撮影ワークショップ（またはサイアノタイプ・ワークショップ）

11週 『PORTRAIT』大判カメラ4X5 Still Photo 撮影・プリント

12週 『PORTRAIT』大判カメラ4X5 Still Photo 撮影・プリン

初回持参物 筆記用具

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

授業に取り組む姿勢、出席率、出来上がった映像を評価します。
備考：授業内容やスケジュールは多少変わる可能性があります。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア演習2-1・2-2 授業分野 実写演習3・4

担当教員 中嶋莞爾

専門
実務経験等

専門：映画監督／脚本家

映画監督・脚本家  (2008 年 劇場公開作品「クローンは故郷をめざす」脚本・監督 )

授業内容
および

到達目標

各自が短編映画、映像作品としてのオリジナル企画を立案し、卒業制作作品として、グループ製作による実習を通して完成に
導く。
制作する過程を管理し、演出目的に即したビジュアルコミュニケーションを実践する能力を向上させる。
計画を具現化する技術的背景を理解し、その能力を高める。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 自主制作企画・立案に関するレクチャー・参考作品視聴

2週 企画立案のための個別ミーティング

3週 企画立案・推敲

4週 企画決定・プレゼンテーション  及びミーティング

5週 脚本執筆

6週 脚本執筆・推敲

7週 脚本完成・プレゼンテーション

8週 ブレイクダウン・スタッフィング

9週 スタッフミーティング（キャスティング／ロケハン他）

10週 スタッフミーティング（スケジューリング／撮影計画書提出）

11週 テスト撮影・プロトタイプ制作

12週 テスト素材チェック・制作アドバイス

〈後期〉

1週 企画再プレゼンテーション・制作アドバイス

2週 制作作業／撮影

3週 制作作業／撮影

4週 制作作業／撮影／制作経過報告／個別指導

5週 制作作業／撮影／制作経過報告／個別指導

6週 撮影・クランク・アップ /制作経過報告 /個別指導

7週 撮影済み素材チェック /追加撮影 /オフライン画編集

8週 オフライン画編集

9週 音響・整音プランニング /アフレコ

10週 編集/音響素材録音 /MA
11週 編集／整音

12週 完成作品上映・講評

初回持参物 筆記用具／休み中に制作した映像作品・映像素材等があれば持参     

準備学習
自分が実現してみたいと考える、映像作品のテーマやアイデアに対し、
考察を深めつつ、自身の企画を温めておくこと。

成績評価方法
および

注意事項

映像制作について早く深く理解する上で、他人と制作のプロセスを共有することを重視する。
積極的に授業に参加する態度が望まれる。出席と提出課題をもって授業評価とする。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 映像メディア演習2-1・2-2 授業分野 シナリオ3・4

担当教員 西村智弘

専門
実務経験等

専門：映像史、映像理論、現代美術

映像評論家、美術評論家。著書に『日本のアニメーションはいかにして成立したか』（日本アニメーション学会賞、森話社、
2018）など。日本映像学会会員。

授業内容
および

到達目標

シナリオでストーリーを表現する方法を演習を通して学習する。シナリオの基本的な書き方を学ぶと同時に、
自分の作品を客観的に見る能力や視覚的にストーリーを構築する方法を習得することで、映像による表現力を
高める。

授業内容詳細・進行

〈前期〉

1週 講義：シナリオとはなにか（ストーリーはどのように構成されているか）

2週 原稿用紙にシナリオを書いてみる

3週 柱の書き方を学ぶ

4週 ト書きの書き方を学ぶ

5週 短い小説をシナリオにしてみる

6週 短い小説のあらすじを書いてみる

7週 テレビコマーシャルのオリジナルシナリオを書くための説明

8週 コマーシャルのあらすじを書く

9週 あらすじをシナリオに起こす

10週 　〃

11週 パソコン上でシナリオを清書する

12週 発表と講評

〈後期〉

1週 講義：物語の構成と登場人物の造形

2週 ３分程度のショートフィルムのシナリオを書く

3週 あらすじを書く

4週 あらすじをシナリオに起こす

5週 シナリオを仕上げて清書する

6週 修了制作を前提にオリジナルシナリオを仕上げる

7週 第一幕を書く

8週 第二幕を書く

9週 第三幕を書く

10週 全体の調整とシナリオの完成

11週 　〃

12週 作品発表と講評

初回持参物 筆記用具

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

演習の提出具合や演習の成果、出席状況、授業態度などを総合して評価する。

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可



FM　対面での実施

科目名 卒業制作 授業分野 卒業制作

担当教員 映像メディアコース 3年生 担当教員

専門
実務経験等

専門：各教員の担当授業を参照

授業内容
および

到達目標

①３年間で修得してきた事を反映した作品づくりを行う。
②前期にテーマを設定し、リサーチを始める。後期から実質的な制作に取り組む。
③ここで自分が何をしてきたのか、自分に問い、社会に評価される作品を発表する。

授業内容詳細・進行

①企画書を提出し企画プレゼンテーションを行う

②後期から個別指導

初回持参物 企画書／筆記用具

準備学習 特になし。

成績評価方法
および

注意事項

卒業制作審査は３年担当講師によって次の評価基準により判定されます。
①企画意図（テーマ）　②企画内容（コンセプト）　③制作内容　④表現力　⑤完成度

成績評価（100点評価）：100〜90点：秀／89〜80点：優／79〜70点：良／69〜60点：可／59点以下：不可


